
巻頭言

　新型コロナウィルス感染症は拡大・縮小を繰り返
し、なかなか収束しそうにない。３年目に入ったコ
ロナ禍のなかで、いわゆる新しい生活様式はわれわ
れの社会生活の標準になりつつある。
　感染拡大を防ぐために広く普及した生活様式の一
つとしてテレワークがある。日本テレワーク協会に
よれば、テレワークには、自宅利用型テレワークを
はじめ、モバイルワークや施設利用型テレワーク、
バケーションと組み合わせたワーケーションなどが
挙げられる。
　これらのうち、ワーケーションは普段の職場とは
異なる場所で取り組まれるが、なかには農村を舞台
に農業とリンクするワーケーションがみられるよう
になった。これは平日の半農半X（ワーク）と休日
の農村余暇活動（バケーション）とを組み合わせる
農ケーションと呼ばれるものである。農ケーション
は移住を伴わないので、一時滞在型の半農半Xとし
て位置づけられる。
　そこで、長野県須坂市において2021年６月から７
月にかけて実証実験として行われた農ケーションの
事例を紹介する（筆者調査による）。ここでは、農
ケーションの企画・運営をQ社が担当し、同社は事
業に参加するA社（IT企業）とその社員＝テレワー
カー（１名）を現地に紹介する。当該社員は地元旅
館に滞在しながら、早朝に農作業（O農園・果樹経
営）、日中にA社のテレワークに従事し、休日は農
村で余暇を過ごす。なお、須坂市はPRや後援を行
う立場で農ケーションにかかわっている。
　こうした取組みを通じて、テレワーカーでは自然
豊かな環境での仕事の効率化と健康増進、テレワー
カーが所属するA社では福利厚生プログラムの拡充
という効果がみられる。他方、受け入れ側をみる
と、O農園では農作業の労働力確保に加え、テレ
ワーカーのスキルを活用したデジタル化の助言が得
られ、滞在先の地元旅館では中長期の滞在客の獲得
ができる。
　こうした効果がみられる一方で、農ケーションを

広く普及させるうえでの課
題もある。第１に、テレ
ワーカーと受け入れ側との
マッチングの問題が挙げら
れる。今後、農ケーション
の取組みが拡大した場合に
はマッチングサービスの開
発に加え、トラブルへの対
処も必要になる。
　第２に、テレワーク面では日中の仕事を円滑に行
うために農村での情報通信環境の整備が必要にな
る。現状では通信速度・容量の点で改善すべきとこ
ろが多い。
　第３に、農業面では短時間の農作業従事では営農
技術の習得が難しいことが挙げられる。ここでは受
け入れ農家が雇用サービスを受けるのではなく、逆
に受け入れ農家が農作業サービスを提供するかたち
になっている。このほかにも、テレワーカーの移動
手段の確保や農閑期での農ケーションの実施といっ
た課題もある。
　以上のような課題はみられるものの、農ケーショ
ンは観光資源が乏しい農村に多様なスキルをもった
人材を呼び込む契機となる。受け入れ側ではファン
層の拡大や、テレワーカーのスキルを活かしたIT
サービスの提供、農村イノベーションなどが期待さ
れている。
　そうした期待に応えるためには、農ケーションを
ポータルとして、その後に農業・農村との関係を深
める措置を講じることが必要になる。滞在型の農
ケーションから定住型の半農半Xや新規就農へ展開
することができれば、受け入れ側にとって農ケー
ションへの取組みの意義が生まれてくる。コロナ禍
で普及したテレワークによって居住地選択の自由度
が増すなか、農ケーションは移住・定住の足掛かり
となる可能性を有している。この可能性を実現性に
変えるものは何か、それを考えていきたい。
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概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。





		手動チェックが必要: 2



		手動チェックに合格: 0



		手動チェックに不合格: 0



		スキップ: 1



		合格: 28



		不合格: 1







詳細レポート





		文書





		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		合格		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		合格		適切なネスト
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